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(57)【要約】
【課題】本発明は超音波走査ユニットを組み付け際にス
リップリングのリング部とブラシ部の組立性を改善する
ことを目的とする。
【解決手段】本発明は、回転して送受信する超音波振動
子を備えた超音波走査ユニットを挿入部の先端部に挿入
して組み付け固定し、スリップリングを介して上記超音
波振動子から固定部側の回路に信号を伝達するようにし
た超音波内視鏡において、超音波振動子１６に設けたス
リップリング１７のリング部３０と固定部側に設けたス
リップリング１７の金属ブラシ２５とが超音波走査ユニ
ット１３を挿入部２の先端部６に組み付ける際に両者が
干渉しない位置に金属ブラシ２５をリング部３０から退
避させる機構を設けたものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  回転して送受信する超音波振動子を備え
た超音波走査ユニットを挿入部の先端部に挿入して組み
付け固定し、スリップリングを介して上記超音波振動子
から固定部側の回路に信号を伝達するようにした超音波
内視鏡において、
超音波振動子に設けたスリップリングのリング部と固定
部側に設けたスリップリングのブラシ部とが超音波走査
ユニットを挿入部の先端部に組み付ける際に両者が干渉
しない位置にブラシ部をリング部から退避させる機構を
設けたことを特徴とする超音波内視鏡。
【請求項２】  スリップリングのリング部をブラシ部に
挿入して組み付ける際に上記ブラシ部をリング部に干渉
しない位置まで退避させる押当て部材を設けたことを特
徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項３】  回転して送受信する超音波振動子を備え
た超音波走査ユニットを挿入部の先端部に挿入して組み
付け固定し、スリップリングを介して上記超音波振動子
から固定部側の回路に信号を伝達するようにした超音波
内視鏡において、
スリップリングのリング部をブラシ部に挿入して組み付
ける際に上記ブラシ部を案内して組付け位置に導くガイ
ド手段を上記リング部に設けたことを特徴とする超音波
内視鏡。
【請求項４】  上記リング部は、外形状が挿入先端側が
細いテーパ形状で形成され、そのリング部のテーパ外周
面で、スリップリングのブラシ部を組付け位置に導くよ
うにしたことを特徴とする請求項３に記載の超音波内視
鏡。
【請求項５】  回転して送受信する超音波振動子を備え
た超音波走査ユニットを挿入部の先端部に挿入して組み
付け固定し、スリップリングを介して上記超音波振動子
から固定部側の回路に信号を伝達するようにした超音波
内視鏡において、
スリップリングのブラシ部は、超音波走査ユニットを組
み付けるとき、スリップリングのリング部と接触しない
形状に形成され、超音波走査ユニットを組み付けた状態
で、ブラシ部をリング部に接触させる付勢機構を設けた
ことを特徴とする超音波内視鏡。
【請求項６】  回転して送受信する超音波振動子を備え
た超音波走査ユニットを挿入部の先端部に挿入して組み
付け固定し、スリップリングを介して上記超音波振動子
から固定部側の回路に信号を伝達するようにした超音波
内視鏡において、
超音波走査ユニットを組み付けるとき、スリップリング
のリング部とブラシ部は接触しない位置に配置され、超
音波走査ユニットを組み付けた状態ではブラシ部をリン
グ部に接触させる位置に戻す機構を設けたことを特徴と
する超音波内視鏡。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は体腔内の病変部など
を超音波断層像によって診断する超音波内視鏡に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】回転しながら超音波を送受信する振動子
を備えた超音波走査ユニットを挿入部の先端部に組み付
け固定した超音波内視鏡が特開２００１－１２８９８１
号公報において知られている。この超音波内視鏡では超
音波振動子から固定部側への回路に信号を伝達するため
にスリップリングを用いる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】上記スリップリングは
固定側の部材に金属ブラシを固定し、超音波走査ユニッ
ト側にリング部を設けてリング部の導電リングと金属ブ
ラシを押圧接触させるようにしているため、弾性的に形
成された金属ブラシはリング部に接触させない自由な状
態ではリング部が配置される領域の中心部近くまで入り
込んで位置することになる。つまり、超音波走査ユニッ
トを挿入部の先端部に組み付ける前の状態では弾性的に
形成された金属ブラシはリング部が配置される領域の中
心部近くまで入り込んで位置する。従って、超音波走査
ユニットを挿入部の先端部に組み付ける際に超音波振動
子と一体になっているリング部を挿入軸と平行な向きか
らブラシの中央位置に向けて挿入して行われるため、リ
ング部が側面から金属ブラシに当ってその細い金属ブラ
シを撓ませることが起き、金属ブラシに異常変形を与え
易い。また、リング部及びブラシはともに外径サイズが
非常に小さいため、その組立作業性が非常に悪いもので
あった。
【０００４】そこで、本発明では、超音波走査ユニット
を組み付ける際にスリップリングのリング部とブラシ部
の組立性を改善することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】請求項１に係る発明は、
回転して送受信する超音波振動子を備えた超音波走査ユ
ニットを挿入部の先端部に挿入して組み付け固定し、ス
リップリングを介して上記超音波振動子から固定部側の
回路に信号を伝達するようにした超音波内視鏡におい
て、超音波振動子に設けたスリップリングのリング部と
固定部側に設けたスリップリングのブラシ部とが超音波
走査ユニットを挿入部の先端部に組み付ける際に両者が
干渉しない位置にブラシ部をリング部から退避させる機
構を設けたことを特徴とする超音波内視鏡である。
【０００６】請求項２に係る発明は、スリップリングの
リング部をブラシ部に挿入して組み付ける際に上記ブラ
シ部をリング部に干渉しない位置まで退避させる押当て
部材を設けたことを特徴とする請求項１に記載の超音波
内視鏡。
【０００７】請求項３に係る発明は、回転して送受信す
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る超音波振動子を備えた超音波走査ユニットを挿入部の
先端部に挿入して組み付け固定し、スリップリングを介
して上記超音波振動子から固定部側の回路に信号を伝達
するようにした超音波内視鏡において、スリップリング
のリング部をブラシ部に挿入して組み付ける際に上記ブ
ラシ部を案内して組付け位置に導くガイド手段を上記リ
ング部に設けたことを特徴とする超音波内視鏡である。
【０００８】請求項４に係る発明は、上記リング部は、
外形状が挿入先端側が細いテーパ形状で形成され、その
リング部のテーパ外周面で、スリップリングのブラシ部
を組付け位置に導くようにしたことを特徴とする請求項
３に記載の超音波内視鏡である。
【０００９】請求項５に係る発明は、回転して送受信す
る超音波振動子を備えた超音波走査ユニットを挿入部の
先端部に挿入して組み付け固定し、スリップリングを介
して上記超音波振動子から固定部側の回路に信号を伝達
するようにした超音波内視鏡において、スリップリング
のブラシ部は、超音波走査ユニットを組み付けるとき、
スリップリングのリング部と接触しない形状に形成さ
れ、超音波走査ユニットを組み付けた状態で、ブラシ部
をリング部に接触させる付勢機構を設けたことを特徴と
する超音波内視鏡である。
【００１０】請求項６に係る発明は、回転して送受信す
る超音波振動子を備えた超音波走査ユニットを挿入部の
先端部に挿入して組み付け固定し、スリップリングを介
して上記超音波振動子から固定部側の回路に信号を伝達
するようにした超音波内視鏡において、超音波走査ユニ
ットを組み付けるとき、スリップリングのリング部とブ
ラシ部は接触しない位置に配置され、超音波走査ユニッ
トを組み付けた状態ではブラシ部をリング部に接触させ
る位置に戻す機構を設けたことを特徴とする超音波内視
鏡である。
【００１１】本発明によれば、スリップリングのブラシ
にリング部を挿入して組み付ける際、ブラシ部をたわま
せる特別な工程が無いので、その組み付け作業が容易に
なる。
【００１２】
【発明の実施の形態】＜第１の実施形態＞図１から図７
に基づいて本発明の第１の実施形態に係る超音波内視鏡
を説明する。
【００１３】（構成）図１は超音波内視鏡１全体の外観
を示す。この超音波内視鏡１は細長い挿入部２の後端に
操作部３を連結し、操作部３の側面部から延出したユニ
バーサルコード４と超音波コード５を備える。ユニバー
サルコード４は図示しない光源装置に接続され、超音波
コード５は図示しない超音波観測装置に接続される。超
音波観測装置は図示しない制御装置を備え、この制御装
置により後述する超音波走査ユニット１３を制御・駆動
する。
【００１４】上記挿入部２はその最先端に設けられた先
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端部６とこれの手前に設けられた湾曲自在な湾曲部７を
含み、湾曲部７は操作部３に設けられた湾曲ノブ８を回
動操作することにより湾曲する。
【００１５】図２に示すように、上記先端部６は硬質の
先端部本体１０を備え、この先端部本体１０の中間部に
は斜めの端面が形成され、この斜めの端面には内視鏡光
学系として照明光学系（図示せず）及び観察光学系１１
が斜め前方に向けて配設されている。上記照明光学系は
照明光を伝送する図示しないライトガイドと、照明光を
拡開して出射する図示しない照明レンズを含み、照明レ
ンズを経て斜め前方へ照明光を出射し、体腔内の患部等
の被写体を照明する。また、観察光学系１１は照明光学
系により照明された被写体の光学像を結ぶ対物レンズ１
１ａと、その結像位置に先端面が配置されたイメージガ
イド１１ｂからなり、イメージガイド１１ｂにより被写
体の光学像を撮像素子１２に伝送するようになってい
る。
【００１６】上記先端部本体１０には超音波走査ユニッ
ト１３が取り付けられている。この超音波走査ユニット
１３は上記先端部本体１０に形成した装着孔１４に先端
側から差し込まれ、先端部本体１０とは着脱可能な構成
になっている。
【００１７】図３に示すように、超音波走査ユニット１
３はハウジング本体１５ａとカバー１５ｂを含むハウジ
ング１５内に、超音波振動子１６、回転型信号伝達手段
としてのスリップリング１７、エンコーダ１８、及びモ
ータ１９を組み込み、一体的に構成されている。超音波
振動子１６の回転位置を検出する回転位置検出手段とし
てのエンコーダ１８と回転駆動手段としてのモータ１９
は軸継手２０で接続されている。上記エンコーダ１８お
よびモータ１９はハウジング１５に固定されている。上
記エンコーダ１８の外径は先端キャップ２１およびスリ
ップリング１７の外径よりも小さく形成されている。上
記モータ１９の外径は上記エンコーダ１８の外径よりも
小さく形成され、例えば直径２～５ｍｍの大きさで形成
されている。
【００１８】ハウジング１５の先端開口部は円筒状の先
端キャップ２１によって覆われており、これによりハウ
ジング１５は封止され、また、ハウジング１５の内部空
間は超音波伝達媒体２２で満たされている。上記超音波
振動子１６は振動子保持部材２３に保持され、かつ振動
子保持部材２３と一緒に振動子シャフト２４に固定され
ている。上記スリップリング１７のリング部３０よりも
先に位置する振動子シャフト２４の先端部分はその自然
な状態でのリング部３０によって形成される内孔の径よ
りも細い径で形成されている。
【００１９】また、振動子シャフト２４はスリップリン
グ１７のブラシ２５を保持するブラシ保持部材２６の内
壁に設けられたボールベアリング２７によって挿入部２
の中心軸と平行な方向の軸中心回りに回転可能に支持さ
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れている。このような構成により超音波振動子１６は挿
入部２の中心軸と垂直な向きの超音波断層像を得るラジ
アル走査を行なうことができる。振動子シャフト２４は
ボールベアリング２７よりも手前に設けたＯリング３４
により水密を確保した状態でブラシ保持部材２６に軸支
され、更に、ブラシ保持部材２６はハウジング本体１５
ａに固定されている。
【００２０】また、超音波振動子１６の同軸ケーブル２
８はプリント基板２９を介して上記スリップリング１７
のリング部３０における金属リング３１に接続される。
このスリップリング１７のリング部３０は図３及び図４
に示すように、リング部本体３２の外周に２枚の金属リ
ング３１と、この金属リング３１の間に配置した絶縁部
材３３と、上記プリント基板２９を主要な部分として構
成されている。
【００２１】上記２枚の金属リング３１はその間に絶縁
部材３３を挟み込むことにより互いに電気的に絶縁され
た状態で上記リング部本体３２に固定されている。各金
属リング３１に各々接続したケーブル（図示せず）はリ
ング部本体３２の内側に形成した切り欠き部等（図示せ
ず）に配置されている。これらのケーブルの他端は上記
プリント基板２９のパターン面にはんだ付け等により接
続されている。一方、上記超音波振動子１６の同軸ケー
ブル２８もプリント基板２９のパターン面にはんだ付け
等により接続され、これにより、上記同軸ケーブル２８
はスリップリング１７の金属リング３１に電気的に導通
されている。
【００２２】図４及び図６に示すように、スリップリン
グ１７は２個の金属ブラシ２５と、これを保持する電気
的絶縁部材で形成されるブラシ保持部材２６を含み、各
金属ブラシ２５の先端がリング部３０の金属リング３１
と弾性的に押圧された状態で接触し、電気的に導通す
る。金属ブラシ２５の他端は図３に示すように、ケーブ
ル３５の一端にはんだ付け等で接続されている。ケーブ
ル３５の他端側は超音波走査ユニット１３の最内端に設
けたコネクタ３７まで導出され、それに接続されてい
る。このコネクタ３７は超音波走査ユニット１３を先端
部本体１０に組み込んだとき、その先端部本体１０に設
けられたコネクタ３８に接続され（図２参照）、図示し
ない超音波観測装置に導通し、超音波振動の信号の送受
信が行われる。
【００２３】ブラシ保持部材２６の先端枠部にはブラシ
矯正（規制）板４５が嵌め込まれている。このブラシ矯
正板４５はハウジング１５に対して回動可能に保持され
ている。また、ブラシ保持部材２６の先端からブラシ矯
正板４５が外れないように固定するため、ブラシ保持部
材２６の先端側部分には止めリング４６が取り付けられ
ている。ブラシ矯正板４５には２本のブラシ矯正ピン
（押当て部材）４７が金属ブラシ２５側へ突き出して設
けられている。
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【００２４】図４及び図５に示すように、ブラシ矯正板
４５の周面部には２ヶ所に位置決め突起４８が形成さ
れ、また、図４に示すように、ハウジング本体１５ａに
はその位置決め突起４８が嵌り込む穴部４９が４ヶ所に
設けられている。２つの位置決め突起４８が嵌り込む２
つの穴部４９は２組のものがあり、どちらかの組を選択
することによりブラシ矯正板４５の回転方向の位置を定
めることができる。
【００２５】ブラシ矯正板４５の表側表面には図示しな
い工具を受ける一対の係合穴５０が設けられている。こ
の一対の係合穴５０に図示しない工具を係止して、ブラ
シ矯正板４５を回転し、ブラシ矯正板４５の位置を定め
ることができる。すなわち、ブラシ矯正板４５の定めら
れる位置は突き出した２本のブラシ矯正ピン４７が金属
ブラシ２５を押圧し、金属ブラシ２５を撓ませた図６で
示したリング部３０の挿入位置から退避した状態と、２
本のブラシ矯正ピン４７が金属ブラシ２５から離れ、そ
の金属ブラシ２５を開放する図７で示す使用状態との正
確な位置決め選択が可能である。
【００２６】金属ブラシ２５の形状は図７に示すよう
に、元々金属リング３１と押圧接触するように形成され
ているが、超音波走査ユニット１３を組み付ける際には
図６に示すようにブラシ矯正ピン４７によって金属ブラ
シ２５を中央側から周辺に向かって撓ませ、金属ブラシ
２５が差し込まれるリング部３０と係合しない位置まで
退避した状態としておく。
【００２７】すなわち、超音波走査ユニット１３を組み
付ける際にはスリップリング１７の金属ブラシ２５を予
め中央側から周辺に向かって退避させた状態とし、この
状態で、図４に示すように、スリップリング１７のリン
グ部３０を、ハウジング１５に保持されている金属ブラ
シ２５の間の中央空間に向けて矢印に示される方向に挿
入する。
【００２８】図７は超音波走査ユニット１３を組付け完
了した後の状態であり、ブラシ矯正板４５の突起４８を
新たな別の穴部４９の組みに嵌り込む位置まで回転させ
ることにより、金属ブラシ２５からブラシ矯正ピン４７
が外れ、金属ブラシ２５の退避状態が解除され、各金属
ブラシ２５が対応する金属リング３１とそれぞれ押圧接
触する状態に戻る。このブラシ矯正板４５を回転する操
作はブラシ矯正板４５の係合穴５０に図示しない治具を
嵌めて行なうことで、一連の回動操作を容易に行なうこ
とができる。
【００２９】この後、ハウジング本体１５ａにカバー１
５ｂを組み込み、ハウジング１５内に超音波伝達媒体２
２を充填して先端キャップ２１で封止することにより組
み立てが完了する。
【００３０】（作用）以上の如く、超音波内視鏡１の先
端部６に超音波走査ユニット１３を組み込む場合、スリ
ップリング１７のリング部３０とこれに接触する金属ブ
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7
ラシ２５が干渉しないように、金属ブラシ２５をスリッ
プリング１７のリング部３０の挿入部位から退避させる
ようにした。
【００３１】すなわち、超音波走査ユニット１３を組み
込む前段階で、ブラシ矯正板４５を回動し、突起４８と
穴部４９が嵌まり合う位置まで回動させることで、ブラ
シ矯正ピン４７により金属ブラシ２５を撓ませ、スリッ
プリング１７のリング部３０と係合しない位置まで退避
させておく。そして、スリップリング１７のリング部３
０を挿入し、超音波走査ユニット１３を組み込み完了し
た後に再度ブラシ矯正板４５を回動し、突起４８と穴部
４９が嵌り合う本来の位置に戻すことにより金属ブラシ
２５の矯正が解除されて、金属ブラシ２５と金属リング
３１とが押圧接触し、導通する。
【００３２】（効果）本実施形態によれば、スリップリ
ング１７を金属ブラシ２５の部分に挿入する超音波走査
ユニット１３の組み付けの際には金属ブラシ２５を金属
リング３１に係合しない位置まで退避させる機構を設け
たので、金属ブラシ２５を撓ませる困難な工程が無いの
で組立作業が容易になる。また、金属ブラシ２５を異常
に変形させる虞もない。
【００３３】［第２の実施の形態］図８に基づいて本発
明の第２の実施形態に係る超音波内視鏡を説明する。
【００３４】（構成）本実施形態での金属ブラシ２５は
自然状態では金属リング３１と接触しない形状（図８の
実線で示す形）に形成しておく。スリップリング１７の
リング部３０と金属ブラシ２５を組み付ける場合には金
属ブラシ２５を自然な状態にしておき、スリップリング
１７を挿入後、ブラシ矯正板４５を回動し、ブラシ矯正
ピン４７により金属ブラシ２５が図８の２点鎖線で示す
使用位置に変形するまでブラシ矯正板４５を回動させ、
ブラシ矯正板４５を固定する。これにより金属ブラシ２
５が付勢され、金属リング３１に押し当てられ、導通す
る状態になる。金属ブラシ２５がスリップリング１７の
リング部３０と接触しない形状に形成され、超音波走査
ユニット１３を組み付けたとき、金属ブラシ２５を付勢
する機構の他は前述した第１実施形態と同様なのでその
説明を省略する。
【００３５】（効果）本実施形態でも組立後に金属ブラ
シ２５をスリップリング１７の金属リング３１と押圧接
触するようにしたので組立作業が容易になる。
【００３６】［第３の実施の形態］図９に基づいて本発
明の第３の実施形態に係る超音波内視鏡を説明する。
【００３７】（構成）スリップリング１７のリング部３
０における外周形状を、金属リング３１の外周を含め、
差込み先端側が狭いテーパ状に形成している。リング部
３０の先端径はフリー形状での金属リング３１の中央に
形成される空き孔部の径程度より細いほうが望ましい。
【００３８】このようにリング部３０の外形状を挿入先
端側が細いテーパ形状で形成すると、スリップリング１
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７のリング部３０を挿入するのに合わせて、金属ブラシ
２５が、そのテーパ状の周面に規制されて徐々に撓んで
いくので、金属ブラシ２５が異常に変形することなく、
金属ブラシ２５を使用位置まで容易に導くことができ
る。その他の構成は前述した第１実施形態のものと同様
なのでその説明を省略する。
【００３９】（効果）本実施形態によれば、金属ブラシ
２５はスリップリング１７のリング部３０の外形に沿っ
て徐々に撓んでいくので、特別な調整作業が不要であ
り、組立作業が容易になる。
【００４０】［第４の実施の形態］図１０に基づいて本
発明の第４の実施形態に係る超音波内視鏡を説明する。
【００４１】（構成）図１０（ａ）がスリップリング１
７を挿入前の状態を示し、図１０（ｂ）が挿入後の状態
を示す。
【００４２】本実施形態ではスリップリング１７の金属
ブラシ２５を保持するブラシ保持部材２６をハウジング
１５に対して横断方向の一方向へ直線的にスライド可能
な構成に組み込み、ブラシ保持部材２６を図１０（ａ）
に示す位置においたときは金属ブラシ２５がスリップリ
ング１７のリング部３０から離れた退避位置（組立て挿
入位置）にあり、ブラシ保持部材２６を図１０（ｂ）に
示す位置においたときは金属ブラシ２５がスリップリン
グ１７のリング部３０の金属リング３１に押圧接触する
導通位置（使用位置）にある。ブラシ保持部材２６には
スライド操作レバー５１が連結され、スライド操作レバ
ー５１によりブラシ保持部材２６を矢印の方向に動かす
ことができる。
【００４３】超音波走査ユニット１３を組み込むときは
スライド操作レバー５１によりブラシ保持部材２６を図
１０（ａ）に示す位置に移動し、この状態でスリップリ
ング１７のリング部３０を挿入し、超音波走査ユニット
１３を組み込む。このときは、金属ブラシ２５はスリッ
プリング１７のリング部３０から離れ、退避した位置に
あるため、組立て挿入時に金属ブラシ２５がスリップリ
ング１７のリング部３０と干渉しない。
【００４４】嵌め込みが完了した後、スライド操作レバ
ー５１によりブラシ保持部材２６を図１０（ｂ）に示す
位置に移動する。この状態では金属ブラシ２５がスリッ
プリング１７のリング部３０における金属リング３１と
押圧接触し、金属ブラシ２５と金属リング３１は導通す
る。
【００４５】本実施形態は、超音波走査ユニット１３を
先端部６に組み付けるとき、スリップリング１７のリン
グ部３０と金属ブラシ２５とは接触しない位置に配置さ
れ、超音波走査ユニット１３を組み付けた状態では金属
ブラシ２５がリング部３０に接触させる位置に戻す機構
を設けたので第１実施形態のものと同じ効果が得られ
る。また、その他も前述した第１実施形態のものと同様
なのでその説明を省略する。
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【００４６】本発明は前述した各実施形態のものに限定
されるものではなく、その他の変形例も考えられる。
【００４７】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、超
音波走査ユニットを組み付ける際にスリップリングのリ
ング部とブラシ部の組立性を改善することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態に係る超音波内視鏡全体
の説明図。
【図２】上記超音波内視鏡の先端部の縦断面図。
【図３】上記超音波内視鏡の先端部における超音波走査
ユニットの縦断面図。
【図４】上記超音波走査ユニットのスリップリングのリ
ング部とブラシ部を組み立てるときの状態の説明図。
【図５】図３中Ｉ-Ｉ線に沿って示す上記超音波走査ユ
ニットのブラシ矯正板の正面図。
【図６】上記超音波走査ユニットの組付け前のブラシの
位置を示す状態の説明図。
【図７】上記超音波走査ユニットの組付け後のブラシの
位置を示す状態の説明図。
【図８】本発明の第２実施形態に係る超音波内視鏡の超
音波走査ユニットにおけるスリップリングのリング部と
ブラシ部の組立て状態の説明図。
【図９】本発明の第３実施形態に係る超音波内視鏡の超
音波走査ユニットにおけるスリップリングの外観図。
【図１０】本発明の第４実施形態に係る超音波内視鏡の
超音波走査ユニットにおけるスリップリングのリング部
とブラシ部の組立て状態の説明図。 *
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*【符号の説明】
１…超音波内視鏡
２…挿入部
３…操作部
４…ユニバーサルコード
５…超音波コード
６…先端部
１０…先端部本体
１１…観察光学系
１２…撮像素子
１３…超音波走査ユニット
１５…ハウジング
１６…超音波振動子
１７…スリップリング
１８…エンコーダ
１９…モータ
２０…軸継手
２２…超音波伝達媒体
２３…振動子保持部材
２４…振動子シャフト
２５…金属ブラシ
２６…ブラシ保持部材
３０…リング部
３１…金属リング
３２…リング部本体
３３…絶縁部材
４５…ブラシ矯正板
４７…ブラシ矯正ピン

【図１】 【図２】

【図８】
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